
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単語とその感情値とを関連付けて記録する基本感情辞書と、
　学習対象となる単語とその感情値とを関連付けて記録する学習用感情辞書と、
　感情値を求める対象となる文章を解析し、前記基本感情辞書及び学習用感情辞書を参照
し、文章全体の感情値を求める感情値生成手段と、
　前記感情値生成手段により求めた感情値と利用者指定の感情値の差分を算出する差分算
出手段と、
　前記感情値を求める対象となる文章から学習対象となる文節を特定する学習対象文節特
定手段と、
　前記学習対象文節特定手段により特定した文節に含まれる単語であって、前記学習用感
情辞書に登録されている単語について、前記差分算出手段で算出した差分値を加算して感
情値を更新登録する学習用感情辞書登録手段と
　を備えることを特徴とする文章の感情認識装置。
【請求項２】
　前記学習対象となる文節に含まれる単語が前記学習用感情辞書にない場合には、当該単
語の感情値を、当該単語を含む文章の感情値と利用者が指定する感情値との差分により求
め、当該単語とその感情値を前記学習用感情辞書に登録する手段を
　備えることを特徴とする請求項１に記載の文章の感情認識装置。
【請求項３】
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　前記学習対象文節特定手段により特定する学習対象文節は、体言を含む文節（対象格、
目的格、主格）であること
　を特徴とする請求項１または請求項２に記載の文章の感情認識装置。
【請求項４】
　前記学習対象文節特定手段で学習対象文節を特定する場合に、対象格、目的格、主格の
優先順位で決定すること
　を特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の文章の感情認識装置。
【請求項５】
　前記学習対象文節特定手段で特定する学習対象文節が１または複数であり、前記差分算
出手段により算出した差分値を、特定した複数の学習対象文節に含まれる各単語に、所定
の割合で配分して学習用感情辞書を更新する手段を
　備えることを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の文章の感情認識装置。
【請求項６】
　単語とその感情値とを関連付けて記録する基本感情辞書と、学習対象となる単語とその
感情値とを関連付けて記録する学習用感情辞書とを備えた文章の感情認識装置の感情認識
方法であって、
　前記感情認識装置の感情値生成手段が、感情値を求める対象となる文章を解析し、前記
基本感情辞書及び学習用感情辞書を参照し、文章全体の感情値を求め、
　前記感情認識装置の差分算出手段が、前記感情値生成手段により求めた感情値と利用者
指定の感情値の差分を算出し、
　前記感情認識装置の学習対象文節特定手段が、前記感情値を求める対象となる文章から
学習対象となる文節を特定し、
　前記感情認識装置の学習用感情辞書登録手段が、前記学習対象文節特定手段により特定
した文節に含まれる単語であって、前記学習用感情辞書に登録されている単語について、
前記差分算出手段で算出した差分値を加算して感情値を更新登録する
　ことを特徴とする文章の感情認識方法。
【請求項７】
　前記請求項１から請求項５のいずれかに記載の感情認識装置として、コンピュータを機
能させるための感情認識プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、文章の全体が表現する感情値を求める、文章の感情認識装置及び文章の感情
認識方法ならびにそのプログラムに関し、特に、利用者の個性に応じた感情の認識を可能
にすると共に、利用者が“対象物”に持つ感情を反映した感情認識を可能にする、文章の
感情認識装置及び文章の感情認識方法ならびにそのプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子メール機能を備えた携帯電話を利用して電子メールを作成する際や、チャッ
ト機能（コンピュータ同士でリアルタイムに文字による会話を行う機能）を備えたコンピ
ュータを利用してチャットの文章を入力する際に、ユーザは、相手との文章でのコミュニ
ケーションをより円滑にするために、文章のイメージを表現する顔文字やマークなどの表
情画像を入力して、文章自体に豊かな表現を加えるといった作業を行っている。
【０００３】
　この場合、使用する表情画像を決定し入力操作を行うが、この方式では限られた種類の
表情画像からの選択になる。表情画像の種類を数十種類に増やすと、どの表情が適切であ
るかの判断に時間がかかり操作が煩雑になる。
【０００４】
　そのため、自動的にどの表情が適切であるかを推定し、提示するための表情推定方法が
提案されている。この技術は、文章に含まれる感情に関する表現をもとに、文章に対応す
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る感情を推定する。そして、推定した感情から、対応づけられた表情を自動的に選択する
ことによって、利用者の入力操作の手間を減らすことができる。
【０００５】
　しかし、文章から自動的に感情を推定する場合、利用者の個性や、利用者が“対象物”
に持つ感情が異なり、必ずしも適切な結果が得られるとは限らない。また、同じ文章であ
っても、利用者や状況によって表現しようとする感情が異なることもある。
【０００６】
　また、このような文章が表現する感情情報を抽出する先行技術として特許文献１が開示
されている。ここで開示された発明は、日本語文を解析し、日本語文に含まれる感情情報
を抽出する方式と装置を提供するものであるが、利用者の個性や、利用者が“対象物”に
持つ感情を反映して文章の感情を認識するまでには達していない。
【特許文献１】特公平６－８２３７７号広報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明はこのような問題を解決するためになされたもので、その目的は、文章の表現す
る感情値を求める際に、利用者の個性に応じた感情の認識を可能にすると共に、利用者が
“対象物”に持つ感情を反映した感情認識を可能にする、文章の感情認識装置及び文章の
感情認識方法ならびにそのプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、本発明の文章の感情認識装置
は、単語とその感情値とを関連付けて記録する基本感情辞書と、学習対象となる単語とそ
の感情値とを関連付けて記録する学習用感情辞書と、感情値を求める対象となる文章を解
析し、前記基本感情辞書及び学習用感情辞書を参照し、文章全体の感情値を求める感情値
生成手段と、前記感情値生成手段により求めた感情値と利用者指定の感情値の差分を算出
する差分算出手段と、前記感情値を求める対象となる文章から学習対象となる文節を特定
する学習対象文節特定手段と、前記学習対象文節特定手段により特定した文節に含まれる
単語であって、前記学習用感情辞書に登録されている単語について、前記差分算出手段で
算出した差分値を加算して感情値を更新登録する学習用感情辞書登録手段とを備えること
を特徴とする。
　この発明によれば、単語とその感情値とを関連付けて記録する基本感情辞書と、学習対
象となる単語とその感情値とを関連付けて記録する学習用感情辞書を参照し、文章の全体
が表現する感情ベクトル値（感情値）を算出する。また、利用者指定の感情ベクトル値（
感情値）との差分値を算出する。また、感情ベクトル値（感情値）を求める対象となる文
章から学習対象となる文節を特定し、該特定した文節に含まれる単語で、学習用感情辞書
に記録されている単語に対し、前記差分値を加算して学習用感情辞書を更新する。
　これにより、入力された文章に対し、利用者の個性に応じた感情の認識が可能になる。
また、利用者が“対象物”に持つ感情を反映した感情認識が可能になる。
【０００９】
　また、本発明の文章の感情認識装置は、前記学習対象となる文節に含まれる単語が前記
学習用感情辞書にない場合には、当該単語の感情値を、当該単語を含む文章の感情値と利
用者が指定する感情値との差分により求め、当該単語とその感情値を前記学習用感情辞書
に登録する手段を備えることを特徴とする。
　この発明によれば、学習対象となる文節に含まれる単語が学習用辞書にない場合には、
基本感情辞書を参照して算出した文章の感情ベクトル値（感情値）と、利用者が指定した
感情ベクトル値（感情値）の差分値を求め、この差分値をこの単語の感情値とし、単語名
と共に学習用感情辞書に登録する。  
　これにより、学習対象となる新たな単語と、その感情ベクトル値（感情値）とを学習用
感情辞書に自動的に登録することができ、以後、これらの単語を含む文章の感情認識の精
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度が向上する。
【００１０】
　また、本発明の文章の感情認識装置は、前記学習対象文節特定手段により特定する学習
対象文節は、体言を含む文節（対象格、目的格、主格）であることを特徴とする。
　この発明によれば、特定する学習対象文節を、体言を含む文節（対象格、目的格、主格
）とする。
　これにより、文章に含まれる単語のうち“対象物”に対して利用者が持つ感情を反映し
た感情認識ができるよう、装置の改善をすることができる。また、一般的には、感情を示
すことの少ない名詞（例えば、ビールなど）などについて、利用者の個性や、利用者が“
対象物”に持つ感情を反映した感情値を与え、文章の感情認識を行うことが可能になる。
【００１１】
　また、本発明の文章の感情認識装置は、前記学習対象文節特定手段で学習対象文節を特
定する場合に、対象格、目的格、主格の優先順位で決定することを特徴とする。
　この発明によれば、学習対象文節を特定する場合に、対象格、目的格、主格の優先順位
で決定する。
　これにより、対象格に含まれる体言の単語が、文章の感情を一番良く表す単語となり、
その次に文章の感情を表す単語が目的格に含まれる体言の単語となり、次に主格に含まれ
る体言の単語となる。したがって、“対象物”に対してユーザが持つ感情を反映した感情
認識ができるよう、装置の改善をするときの精度が上がる。
【００１２】
　また、本発明の文章の感情認識装置は、前記学習対象文節特定手段で特定する学習対象
文節が１または複数であり、前記差分算出手段により算出した差分値を、特定した複数の
学習対象文節に含まれる各単語に、所定の割合で配分して学習用感情辞書を更新する手段
を備えることを特徴とする。
　この発明によれば、特定する学習対象文節を１または複数とし、学習用感情辞書の感情
ベクトル値（感情値）を更新する際に、差分値を、各単語（特定した複数の学習対象文節
に含まれる各単語）に、所定の割合で配分して更新する。
　これにより、文章の感情認識を行う際に、文章中の複数の単語について学習を行うこと
が可能になる。
【００１３】
　また、本発明の文章の感情認識方法は、単語とその感情値とを関連付けて記録する基本
感情辞書と、学習対象となる単語とその感情値とを関連付けて記録する学習用感情辞書と
を備えた文章の感情認識装置における感情認識方法であって、感情値を求める対象となる
文章を解析し、前記基本感情辞書及び学習用感情辞書を参照し、文章全体の感情値を求め
る感情値生成過程と、前記感情値生成過程により求めた感情値と利用者指定の感情値の差
分を算出する差分算出過程と、前記感情値を求める対象となる文章から学習対象となる文
節を特定する学習対象文節特定過程と、前記学習対象文節特定過程で特定した文節に含ま
れる単語であって、前記学習用感情辞書に登録されている単語について、前記差分算出過
程で算出した差分値を加算して感情値を更新登録する学習用感情辞書登録過程とを有する
ことを特徴とする。
　この発明によれば、単語とその感情値とを関連付けて記録する基本感情辞書と、学習対
象となる単語とその感情値とを関連付けて記録する学習用感情辞書を参照し、文章の全体
が表現する感情ベクトル値（感情値）を算出する。また、利用者指定の感情ベクトル値（
感情値）との差分値を算出する。また、感情ベクトル値（感情値）を求める対象となる文
章から学習対象となる文節を特定し、該特定した文節に含まれる単語で、学習用感情辞書
に記録されている単語に対し、前記差分値を加算して学習用感情辞書を更新する。
　これにより、利用者の個性に応じた感情の認識が可能になる。また、利用者が“対象物
”に持つ感情を反映した感情認識が可能になる。
【００１４】
　また、本発明のコンピュータプログラムは、単語とその感情値とを関連付けて記録する
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基本感情辞書と、学習対象となる単語とその感情値とを関連付けて記録する学習用感情辞
書とを備えた文章の感情認識装置のコンピュータに実行させるプログラムであって、感情
値を求める対象となる文章を解析し、前記基本感情辞書及び学習用感情辞書を参照し、文
章全体の感情値を求める感情値生成処理と、前記感情値生成処理により求めた感情値と利
用者指定の感情値の差分を算出する差分算出処理と、前記感情値を求める対象となる文章
から学習対象となる文節を特定する学習対象文節特定処理と、前記学習対象文節特定処理
により特定した文節に含まれる単語であって、前記学習用感情辞書に登録されている単語
について、前記差分算出処理で算出した差分値を加算して感情値を更新登録する学習用感
情辞書登録処理とをコンピュータに実行させるプログラムである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　次に本発明を実施するための最良の形態について図面を参照して説明する。
【００１６】
　図１は、本発明による文章の感情認識装置の構成例を示す図であり、文章の感情ベクト
ル値（感情値）から感情の表現画像を特定して表示する表現画像推定システム１に、感情
認識部（文章の感情認識装置）１００として組み込んだ例を示す図である。
【００１７】
　この表現画像推定システム１は、電子メール機能やチャット機能を保持するコンピュー
タや携帯電話等に備えられるものであり、ユーザがコンピュータや携帯電話を用いて作成
した文章のイメージに対応する表現画像を推定する。ここで、表現画像とは、メールやチ
ャットでの文章を利用したコミュニケーションをより円滑にするために、ユーザの作成し
た文章に付加される画像であり、例えば、顔文字（カッコやカンマなどの記号文字を利用
して顔の表情を表現した文字列）や顔画像や各種マーク（例えばハートマーク）などの画
像である。
【００１８】
　この表現画像推定システム１は、文章を入力する文章入力部１１、表現画像推定システ
ムの全体を制御する制御部１２、感情認識部１００の算出した入力文章の感情ベクトル値
(感情値 )に基づいて、表現画像感情値記憶部１４に記録されている表現画像情報を特定す
る表現画像特定部１３、および本発明に係わる感情認識部（文章の感情認識装置）１００
から構成されている。
【００１９】
　また、本発明による感情認識部（文章の感情認識装置）１００は、感情認識制御部１０
１、形態素解析部１０２、感情ベクトル生成部１０３、学習制御部１０４を持つ。また、
形態素解析部１０２は形態素解析用の辞書１０５を持ち、感情ベクトル生成部１０３は、
基本感情辞書１０６および学習用感情辞書１０７を持つ。
【００２０】
　感情ベクトル生成部１０３は、入力された文章について、形態素解析部１０２から形態
素情報（文節、単語、品詞などの情報）を取得し、基本感情辞書１０６および学習用感情
辞書１０７を参照して文章全体の感情ベクトル値（感情値）を計算する機能（感情ベクト
ル生成手段）を有している。
【００２１】
　また、学習制御部１０４は、感情ベクトル生成部１０３により求めた文章の感情値と利
用者指定の感情値との差分を算出する機能（差分算出手段）と、感情値を求める対象とな
る文章から学習対象となる文節を特定する機能（学習対象文節特定手段）と、学習用感情
辞書に記録されている単語について、前記差分算出手段で算出した差分値を加算して感情
値を更新登録する学習用感情辞書登録機能（学習用感情辞書登録手段）とを有している。
【００２２】
　図２は、基本感情辞書１０６の例を示す図であり、この基本感情辞書１０６は、主に形
容詞（一般的に形容詞には感情を表現するものが多い）などの用言について、単語とその
感情ベクトル値とを対応させて記録したものである。なお、ここでの感情ベクトル値は、
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図４に示すような（喜怒、哀楽、好悪）を軸に持つ、３次元感情空間で表現したものであ
る。
【００２３】
　また、図３は、学習用感情辞書１０７の例を示す図であり、主に名詞（一般的に名詞は
感情を表すものが少ない）などの体言について、単語とその感情ベクトル値を対応させて
記録したものである。
　なお、本実施形態においては、基本感情辞書１０６と学習用感情辞書１０７とを別のデ
ータベースで記憶しているように記載しているが、データの形式が同様なので、それぞれ
のデータを１つのデータベースに格納するようにしてもよい。
【００２４】
　また、図５は、感情認識部１００における感情認識処理の流れを示すフローチャートで
あり、入力された文章の感情ベクトル値（感情値）を求める処理の手順を示したものであ
る。以下、図５を参照して、その処理の流れについて説明する。
　まず、入力された文章に対して形態素解析を行い（ステップＳ１０１）、文章中の文節
、単語、品詞などの情報を取り出す（ステップＳ１０２）。
【００２５】
　次に、取り出した単語について、基本感情辞書１０６から対応する感情ベクトル値を取
得する（ステップＳ１０３）。感情ベクトル値が取得できた場合には、感情ベクトル値を
加算する（ステップＳ１０４、Ｓ１０５）。
【００２６】
　また、学習用感情辞書１０７から対応する感情ベクトル値を取得する（ステップＳ１０
６）。感情ベクトル値が取得できた場合には、感情ベクトル値を加算する（ステップＳ１
０７、Ｓ１０８）。
　以上の処理を形態素解析により取り出した全ての単語について行う（ステップＳ１０９
）。
【００２７】
　また、図６、図７は、学習処理を行う際のフローチャート、図８は学習の際の感情認識
部１００のブロック構成図である。ここでは、感情ベクトルを算出した際の文章、形態素
解析結果、算出した感情ベクトルを制御部で図９に示すように保持しており、学習の際に
使うものとしている。なお、学習の際に再度文章を利用者の指示する感情ベクトル値とと
もに入力し、感情認識時と同様の解析を行ってから学習処理を行うようにしても良い。
【００２８】
　学習処理では、まず、学習対象とする文節を次の基準によって決める。
　第１番目の基準として「文節の格」を基準とする。この基準は以下のようにする。
　対象格＞目的格＞主格の優先順位で学習対象とする。
　第２番目の基準として、「文節の位置」を基準とする。
　この基準では、同じ優先順位の格を持つ文節が複数ある場合、末尾に近いほうを優先す
る。
【００２９】
　このように、対象とする文節を１つ決め、そこに含まれる単語を学習対象とする。また
、学習する際は、その単語が未学習であれば、感情認識処理によって算出された感情ベク
トルと、利用者が指定した感情ベクトルの差分をそのまま登録する。既に学習済みの単語
であれば、登録されている学習用感情辞書１０７の感情ベクトル値に、差分ベクトルを加
算する。
【００３０】
　以下、本発明の学習処理の処理手順について詳細に説明する。
　図６は、学習処理の手順を示すフローチャートであり、以下、図６を参照して、その処
理の流れについて説明する。
【００３１】
　まず、対象となる文章について、感情認識処理により求めた感情ベクトル値と、利用者
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により指定（修正）された感情ベクトル値の差分を計算する（ステップＳ２０１）。
　次に、入力文章から学習対象文節を１つ取得する（ステップＳ２０２）。この、学習対
象文節の取得方法については、図７で詳細に説明する。
【００３２】
　学習対象の文節がある場合には、対象文節から単語を取り出す（ステップＳ２０４）。
また、取り出した単語について既に学習済みの単語であるかどうか、すなわち、学習用感
情辞書１０７に既に登録されている単語かどうかを判断する（ステップＳ２０３）。
【００３３】
　既に学習済みの単語である場合は、差分 (感情認識処理により求めた感情ベクトル値と
、利用者が指定した感情ベクトル値との差分 )を学習用感情辞書１０７に加算して記録す
る（ステップＳ２０６）（具体例については後述する）。また、学習済みの単語でない場
合は、差分を学習用感情辞書１０７に新規に登録する（ステップＳ２０７）（具体例につ
いては後述する）。
【００３４】
　また、図７は、学習対象文節の取得処理の手順を示すフローチャートであり、学習対象
となる文節を１つだけ決定するための処理手順を示したものである。以下、図７を参照し
て、その処理の流れについて説明する。
【００３５】
　学習対象文節の取得処理が開始されると（ステップＳ３０１）、対象となる最終文節か
ら順に、基本感情辞書１０６を参照して、感情ベクトル値が割り当てられた用言（形容詞
など）の文節を探す（ステップＳ３０２）。
【００３６】
　対象となる文章に用言（形容詞など）を含む文節が見つかった場合には、この文節の１
つ前の文節を着目文節（学習対象文節取得処理の対象となる文節）とする（ステップＳ３
０３、Ｓ３０５）。用言が見つからなかった場合は、最終文節を着目文節とする（ステッ
プＳ３０３、Ｓ３０４）。
【００３７】
　最初の着目文節を決定した後に、この着目文節から先頭の文節に向かって、学習対象と
なる文節の取得処理に入る（ステップＳ３０６）。この場合、着目文節が、最も優先順位
の高い対象格の文節であるかどうかを最初に判断する（ステップＳ３０７）。着目文節が
対象格である場合は、この文節を学習対象となる文節として処理を終了する（ステップＳ
３０８）。
【００３８】
　着目文節が対象格でない場合には、次に優先順位の高い目的格であるかどうかを判断す
る（ステップＳ３０９）。目的格である場合は、「目的格を発見済み」であることを記録
しておく（ステップＳ３１０、Ｓ３１１）。
【００３９】
　次に、着目文節について、主格であるかどうかを判断する（ステップＳ３１２）。主格
である場合には、「主格を発見済み」であることを記録しておく（ステップＳ３１３、Ｓ
３１４）。
【００４０】
　着目文節について、対象格、目的格、主格の判定が行われると、次に、１つ前の文節を
着目文節として、上述したステップＳ３０６からの処理を再度行う。そして、先頭の文節
まで調べ終えた場合は（ステップＳ３０６）、ステップＳ３１６に移行し、「目的格発見
済み」の場合は、目的格の文節を学習対象文節とする（ステップＳ３１７）。目的格が発
見されず、「主格発見済み」の場合は、主格の文節を学習対象文節とする（ステップＳ３
１８、Ｓ３１９）。目的格も主格も発見できなかった場合は、学習対象文節なしとして処
理を終了する（ステップＳ３２０）。
【００４１】
　また、図８および図９は、感情認識部１００中の学習制御部１０４におけるデータの保
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持形態を説明するための図であり、学習制御部１０４には、例えば、図９に示すように、
文章「ビールが美味しい季節です。」に対して、形態素解析と感情解析が行われ、各文節
「ビールが」、「美味しい」、「季節です」について、品詞とその感情ベクトル値が関連
付けされて保持されている。ここに、図８の矢付線ａに示す利用者指定（修正）の感情ベ
クトル値を入力すると、学習された情報（矢付線ｂ）が学習用感情辞書１０７に記録され
る。
【００４２】
　また、図１０は、感情認識処理から学習処理を行う例であり、学習処理がまだ行われて
いない新規登録の単語についての例を示す図であり、例として、単語「ビール」について
の学習処理の例を示している。
　まず、文章「ビールが美味しい季節です。」が入力される（ステップＳ４０１）。この
文章に対して形態素解析が行われ、単語「ビールが（名詞、主格）」、「美味しい（形容
詞）」、「季節（名詞）」が抽出される（ステップＳ４０２）。
【００４３】
　基本感情辞書１０６（図２参照）を検索して、「美味しい（形容詞）」につてい、感情
ベクトルを求める。「美味しい」についての感情ベクトル値は（＋０．４，＋０．２，＋
０．６）となる。この場合に、「ビール」についての学習用感情辞書１０７が空の場合は
、そのまま、「ビール」についての感情ベクトル値は（＋０．４，＋０．２，＋０．６）
と算出される（ステップＳ４０３）。
【００４４】
　次に、利用者により何らかの方法により、修正を指定し、その修正された感情ベクトル
値（Ｂ）が（＋０．４，＋０．３，＋０．８）であったとする（ステップＳ４０４）。こ
の修正の指定方法に関しては、利用者が直接に値を指定するようにしてよいし、装置側か
ら予め複数の候補を提示し利用者に選択させるようにしてもよい。
【００４５】
　それから、感情ベクトル値（Ａ）と感情ベクトル値（Ｂ）の差分が計算され（ステップ
Ｓ４０５）、入力文章の主格に相当する「ビール」に対して、（０，＋０．１，＋０．２
）が割り当てられ、図３に示すように学習用感情辞書１０７に記録される（ステップＳ４
０６）。
【００４６】
　図１１は、図１０で説明した学習処理が行われた後の状態、すなわち、学習用感情辞書
１０７に既に登録された単語についての感情認識処理から学習処理を行う際の例であり、
例として、単語「ビール」についての学習処理の例を示している。
　まず、文章「ビールが美味しい！」が入力される（ステップＳ５０１）。この文章に対
して形態素解析が行われ、単語「ビールが（名詞、対象格）」、「美味しい（形容詞）」
が抽出される（ステップＳ５０２）。
【００４７】
　次に、基本感情辞書１０６（図２参照）を参照して、「美味しい（形容詞）」について
、感情ベクトル値を求める。「美味しい」についての感情ベクトル値は（＋０．４，＋０
．２，＋０．６）となる。また、学習用感情辞書１０７を検索して、「ビール」について
の感情ベクトル値を求める。「ビール」についての感情ベクトル値は（０，＋０．１，＋
０．２）となる。それから、これらの感情ベクトル値を合計して、「ビール（対象格）」
の感情ベクトル値とする。合計した感情ベクトル値は、（０ .４，＋０．３，＋０．８）
となる（ステップＳ５０３）。
【００４８】
　次に、利用者により何らかの方法により、修正を指定し、その修正された感情ベクトル
値（Ｂ）が（＋０．４，＋０．８，＋０．８）であったとする（ステップＳ５０４）。こ
の修正の指定方法に関しては、利用者が直接に値を指定するようにしてよいし、装置側か
ら予め複数の候補を提示し利用者に選択させるようにしてもよい。
【００４９】
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　それから、感情ベクトル値（Ａ）と感情ベクトル値（Ｂ）の差分が計算される。差分は
（０，＋０．５，０）となる（ステップＳ５０５）。そして、単語「ビール」についての
学習値加算を行う。この学習値加算は、学習用感情辞書１０７に記録された元の感情ベク
トル値（０，＋０．１，＋０．２）に差分（０，＋０．５，０）を加算して行い、その結
果は、（０，＋０．６，＋０．２）となり、これが学習用感情辞書１０７に記録される（
ステップＳ５０６）。
【００５１】
　また、「複数の文節を学習対象にし、重みづけをして差分を配分して学習をする」こと
もできる。例えば、対象格：目的格：主格が４：２：１になるように差分値を配分する。
また、例えば、学習対象文節の数で差分を割って平均する。または、文章中の文節の位置
によって割合に重みをつける（例えば、最後の方にある文節には差分の割合を多くつける
）。
【００５２】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、上述の感情認識部（文章の感情認識装
置）は内部に、コンピュータシステムを有している。そして、上述した処理の過程は、プ
ログラムの形式でコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記憶されており、このプログラ
ムをコンピュータが読み出して実行することによって、上記処理が行われる。ここでコン
ピュータ読み取り可能な記録媒体とは、磁気ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、
ＤＶＤ－ＲＯＭ、半導体メモリ等をいう。また、このコンピュータプログラムを通信回線
によってコンピュータに配信し、この配信を受けたコンピュータが当該プログラムを実行
するようにしても良い。
【００５３】
　また、上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良い。
さらに、前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムとの組
み合わせで実現できるもの、いわゆる差分ファイル（差分プログラム）であっても良い。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　本発明は、文章の表現する感情値を求める際に、利用者の個性に応じた感情の認識が可
能になると共に、利用者が“対象物”に持つ感情を反映した感情認識を可能にする効果を
有するので、本発明は、画像つきのチャットシステム、掲示板、メールシステムなどへの
応用が可能となる。　
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明による感情認識部（文章の感情認識装置）の構成例を示す図である。
【図２】基本感情辞書の例を示す図である。
【図３】学習用感情辞書の例を示す図である。
【図４】感情表現空間の概略を示す図である。
【図５】感情認識部における感情認識処理の流れを示すフローチャートである。
【図６】学習処理の手順を示すフローチャートである。
【図７】学習対象文節の取得処理の手順を示すフローチャートである。
【図８】学習時の感情認識部のブロック構成図である。
【図９】学習制御部で保持する解析データの例を示す図である。
【図１０】学習処理の具体例を示す図である。
【図１１】再学習処理の具体例を示す図である。
【符号の説明】
【００５６】
　１　表現画像推定システム、　１１　文章入力部、　１２　制御部
　１３　表現画像特定部、　１４　表現画像感情値記憶部、　１００　感情認識部
　１０１　感情認識制御部、　１０２　形態素解析部、　１０３　感情ベクトル生成部
　１０４　学習制御部、　１０５　辞書、　１０６　基本感情辞書
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　１０７　学習用感情辞書

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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